
カメラ

アングル
根釧牛乳は「コクがあっておいしい ! 」の声

根釧牛乳、じゃがバター、エビドリアとどれもおいしい ! 酪農について学ぶ小学生たち

　

11
月
24
日
、
釧
路
市
の
ジ
ャ
ス

コ
に
お
い
て
、
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
は
、

牛
乳
及
び
チ
ー
ズ
の
消
費
拡
大
運

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

地
元
産「
よ
つ
葉
・
根
釧
牛
乳
」

及
び
鶴
居
産
チ
ー
ズ
「
鶴
居
ゴ
ー

ル
ド
ラ
ベ
ル
」（
第
６
回
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
・
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ

コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
農
水
大
臣
賞

受
賞
）
の
試
食
を
、
ジ
ャ
ス
コ
に

買
い
物
に
来
た
お
客
様
に
勧
め
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
青
年
部
員
10
名
か
ら

は
、「
鶴
居
で
生
産
さ
れ
た
牛
乳

と
チ
ー
ズ
で
す
。
い
か
が
で
す

か
？
」
と
１
人
１
人
に
声
を
か
け

ピ
ー
ア
ー
ル
を
し
ま
し
た
。
お
客

さ
ん
の
反
応
は
「
い
つ
も
飲
ん
で

い
る
牛
乳
よ
り
も
、
コ
ク
が
あ
っ

て
お
い
し
い
」「
ま
た
食
べ
て
み

た
く
な
る
チ
ー
ズ
で
す
」
と
評
価

は
上
々
で
し
た
。

青年部乳製品消費拡大運動を実施!!

「ふるさと給食」で牛乳・乳製品の食育教育を実施!!
　

11
月
５
日
、
鶴
居
・
幌
呂
・
下
幌
呂

の
各
小
学
校
に
お
い
て
、「
根
釧
牛
乳
」

の
消
費
拡
大
運
動
が
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂

女
性
部
鶴
居
支
部
・
幌
呂
支
部
の
部
員

に
よ
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
と

題
し
、
よ
つ
葉
乳
業
（
株
）
根
釧
工
場

運
営
協
力
会
の
主
催
に
よ
り
、
小
学
校

の
３
〜
４
年
生
を
対
象
に
社
会
学
習
の

一
環
と
し
て
毎
年
行
な
わ
て
い
る
も
の

で
す
。
こ
の
中
で
「
く
し
ろ
の
酪
農
」

を
「
牛
の
か
ら
だ
・
牧
場
の
し
ご
と
・

牛
乳
の
で
き
る
ま
で
」
と
い
う
流
れ
を

わ
か
り
や
す
い
形
で
学
び
、「
根
釧
牛

乳
」
の
消
費
拡
大
と
地
産
地
消
の
意
識

を
根
付
か
せ
る
食
育
を
目
的
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
給
食
時
に
は
、
村
内
全
小

中
学
校
５
校
の
生
徒
に
根
釧
牛
乳
を
飲

ん
で
も
ら
い
、
バ
タ
ー
を
使
っ
た
じ
ゃ

が
バ
タ
ー
、
牛
乳
や
チ
ー
ズ
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
エ
ビ
ド
リ
ア
な
ど
が
出
さ

れ
、
乳
製
品
を
使
っ
た
料
理
は
子
供
達

に
も
大
変
好
評
で
し
た
。

鶴居産チーズも好評でした。

ふるさとの食材を生かした学校給食
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ＪＡ共済連より救急車が寄贈される!!

平成21年度 ＪＡくしろ丹頂職員研修会開催

　

Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、「
ひ
と
・
い
え
・

く
る
ま
」
の
総
合
保
障
を
提
供
す
る
こ

と
で
地
域
に
安
心
を
お
届
け
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
度
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海

道
よ
り
「
交
通
事
故
対
策
」
の
一
環
と

し
て
高
規
格
救
急
自
動
車
が
白
糠
町

（
釧
路
市
消
防
本
部
西
消
防
署　

白
糠

支
署
）
へ
寄
贈
さ
れ
、
寄
贈
救
急
自
動

車
受
納
式
が
11
月
４
日
、
当
Ｊ
Ａ
本
所

前
に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
で
は
、
昭
和
50
年
か
ら

毎
年
、
道
内
各
地
の
消
防
組
合
に
救
急

車
を
寄
贈
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
道

内
１
０
０
市
町
村
の
自
治
体
に
の
べ
１

６
５
台
を
寄
贈
し
て
お
り
ま
す
。

　

寄
贈
救
急
車
は
、
四
輪
駆
動
車
で
、

フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
に
よ
り
大
型
化

さ
れ
た
５
ド
ア
、
そ
し
て
作
業
性
に
優

れ
た
室
内
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
一
刻

を
争
う
救
急
業
務
に
大
き
く
貢
献
出
来

る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
白
糠
町
へ
の
寄
贈
で
あ
り
ま

し
た
が
、
組
合
員
は
も
と
よ
り
、
地
域

住
民
の
皆
様
の
尊
い
生
命
を
守
る
た
め
、

救
急
搬
送
や
万
一
の
事
故
に
備
え
、
よ

り
安
心
で
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
へ

の
貢
献
活
動
を
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
及
び

地
域
自
治
体
が
一
丸
と
な
り
、
今
後
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

救急車のキーが白糠町棚野町長へ渡されました。

降雨・降雪時にも威力を発揮する四輪駆動車 作業性に優れた５ドア室内構造

平
成
21
年
度
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
職
員

研
修
会
が
、
11
月
６
〜
７
日
（
１
班
）

及
び
11
月
13
〜
14
日
（
２
班
）
に
わ
た

り
、
阿
寒
に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
「
人
事
労
務
基
本
方
針
」

を
制
定
し
、
目
指
す
職
員
像
に
向
け
て

の
実
践
初
年
度
と
し
て
「
従
業
員
の
健

康
維
持
・
増
進
」
を
研
修
に
取
り
入
れ
、

職
員
交
流
を
深
め
る
意
味
を
込
め
た
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
班
で
は
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

帯
広
健
診
セ
ン
タ
ー
看
護
副
部
長
常
山

純
子
氏
に
よ
り
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
と
メ
タ
ボ
対
策
〜
内
臓
脂
肪

症
候
群
〜
に
つ
い
て
」、
第
２
班
で
は
、

北
農
健
保
組
合
健
康
推
進
課
運
動
ト
レ

ー
ナ
ー
和
田
沙
織
氏
に
よ
り
「
生
活
習

慣
病
の
予
防
に
つ
い
て
」
の
研
修
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
毎
日
の
食
生
活
と
健

康
の
維
持
・
管
理
に
つ
い
て
、
ま
た
い

か
に
健
康
を
維
持
し
て
い
く
か
、
そ
の

対
策
と
予
防
と
し
て
の
運
動
を
、
日
頃

か
ら
継
続
し
て
行
な
っ
て
い
く
な
ど
の

健
康
づ
く
り
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
健
康
管
理
の
た
め
に
も
毎

年
健
康
診
断
を
受
け
、
結
果
説
明
会
及

び
精
密
検
査
を
必
ず
受
け
る
こ
と
が
大

切
と
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
職
員
に
限

ら
ず
組
合
員
の
皆
様
方
も
毎
年
、
健
康

診
断
を
受
け
て
い
く
こ
と
を
お
す
す
め

致
し
ま
す
。

ま
た
、
研
修
会
終
了
後
に
は
、
出
席

者
全
員
に
よ
る
懇
親
会
が
行
な
わ
れ
、

日
頃
な
か
な
か
会
う
こ
と
の
な
い
４
地

区
の
職
員
が
懇
親
を
深
め
、
２
班
に
分

か
れ
て
行
な
わ
れ
た
研
修
会
は
、
無
事

に
終
了
致
し
ま
し
た
。

２班研修会「運動による健康づくり」 １班研修会「メタボ対策」
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　昭和22年11月19日に農業協同組合法（農協法）が制定され62年目を迎えました。
　制定当時は戦争の傷跡が生々しく、日本全土が荒廃する中で、国民の食料は不足し、
食料確保の必要性と併せて農民の自主的立場を確立するために農村の民主化が最重要課
題でありました。　　
　このような時代背景の中から農協法が施行され、全国各地で農協が設立され、現在に
至っております。
　農協は農地改革によって生まれた自作農を基本とした「農民の農民による農民のため
の」組織として、人々が連帯し助け合うことを意味する「相互扶助」の精神のもとに組
合員の農業経営と生活を守り、より良い地域社会を築くことを目的とした協同組織です。
　農協法が制定されて以来、経済情勢や社会環境の変化に合わせてＪＡの事業展開や組
織運営手法の変革が求められ、時代に即した法改正によって、組合員の社会・経済的地
位の向上に大きな役割を果たして参りました。
　今、私たちは21世紀の初頭を歩んでいますが、世界に目を向けますと金融危機、食料
需給のひっ迫、地球温暖化・環境問題等が深刻化し、いまだに解決の糸口を見いだせな
い状況にあります。
　国内的には市場原理の名のもとに行き過ぎた競争社会のひずみが格差社会を生み、年
金問題などと相まって、国民の中に不安が増大しています。このような時代に自主･自
立･相互扶助精神に基づき共生の社会をめざす協同組合組織に対する期待はますます大
きくなっています。
　私たちは「第25回ＪＡ北海道大会」において、「共に創る　北海道農業と新時代」を
テーマに、組合員とともに多くの国民の信頼と支持を得て新たな時代に積極果敢に挑戦
するＪＡを目指すことを決議し、実践しております。また、本年は「第26回ＪＡ北海道
大会」を開き、「協同の力で築くあすの“食”をささえる北海道農業」をテーマに、組
合員に基軸を置き、北海道農業・ＪＡが抱える様々な課題の打開と地域と消費者に対し
て果たすべき役割を踏まえ、新たな基本方針を策定することとしています。
　今後ともＷＴＯ農業交渉、景気低迷等厳しい情勢が予測されますが、組合員、役職員
皆様が農協法の目的と意義を再確認して、ＪＡが地域農業・農村振興の司令塔としての
役割を発揮し、充実した組織として益々発展するよう共に頑張りましょう。

農協法公布記念日にあたって

北 海 道 農 業 協 同 組 合 中 央 会
会　長　飛　田　稔　章
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Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
今
一
度
見
直
そ
う

　

釧
路
中
西
部
管
内
で
は
農
場
の
規
模

拡
大
や
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
な
ど

に
伴
い
、Ｔ
Ｍ
Ｒ（T

otal m
ixed ration

＝
完
全
混
合
飼
料
）
を
給
与
す
る
農
場

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
と
い
え
ど
も
、
正

し
く
調
製
し
な
け
れ
ば
、
思
っ
た
よ
う

な
効
果
は
得
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
一
度
、
牛
が
喜
ぶ
Ｔ
Ｍ
Ｒ

調
製
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
Ｔ
Ｍ
Ｒ
調
製
上
の
留
意
点

　

飼
養
管
理
す
る
上
で
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
は
高

度
な
栄
養
管
理
を
行
え
た
り
、
省
力
的

に
給
餌
作
業
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
過
剰
に
撹
拌
し
繊
維
が
壊
れ

て
し
ま
っ
た
り
、
不
十
分
な
混
ぜ
方
で

は
、
選
び
食
い
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う

デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
に
留
意
し
た
Ｔ
Ｍ
Ｒ

調
製
方
法
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
選
び
食
い
を
防
ぐ

　

牛
が
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
前
に
放
り
出
し
た
り
、

鼻
を
左
右
に
激
し
く
振
り
な
が
ら
、
エ

サ
を
食
べ
て
い
る
姿
を
見
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
（
写
真
一
）。
そ
れ
は
、

牛
が
濃
厚
飼
料
を
選
び
食
い
し
て
い
る

証
拠
で
す
。

　

選
び
食
い
を
す
る
と
、
ル
ー
メ
ン
ア

シ
ド
ー
シ
ス
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
選
び
食
い
さ
れ
に
く

い
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
調
製
が
重
要
で
す
。

①
原
料
草
の
切
断
長
を
確
認
し
ま
す

　

牛
は
鼻
の
幅
以
上
の
繊
維
の
長
さ
が

あ
れ
ば
、
選
び
食
い
で
き
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

サ
イ
レ
ー
ジ
の
切
断
長
が
長
す
ぎ
な

い
か
、
特
に
切
断
し
た
ロ
ー
ル
や
乾
草

を
加
え
る
場
合
は
、
投
入
量
や
切
断
長

を
確
認
し
ま
す
。
確
認
に
は
パ
ー
テ
ィ

ク
ル
セ
パ
レ
ー
タ
ー
が
使
え
ま
す
（
写

真
二
）。
必
要
な
方
は
、
普
及
セ
ン
タ

ー
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

②
必
要
十
分
な
撹
拌

　

撹
拌
時
間
や
投
入
順
序
が
適
切
で
な

け
れ
ば
、
う
ま
く
混
ざ
り
ま
せ
ん
。
Ｔ

Ｍ
Ｒ
が
均
一
に
混
ざ
っ
て
い
な
い
と
、

牛
は
選
び
食
い
を
し
ま
す
。
し
か
し
、

十
分
に
混
ざ
る
よ
う
に
と
時
間
を
掛
け

る
ほ
ど
繊
維
が
壊
れ
て
き
ま
す
。
繊
維

を
壊
さ
な
い
混
ぜ
方
が
大
切
で
す
。

◆
繊
維
を
壊
さ
な
い
混
ぜ
方

　

混
ぜ
す
ぎ
て
繊
維
が
壊
れ
る
と
、
先

端
が
ぼ
そ
ぼ
そ
に
な
っ
た
り
、
細
か
な

繊
維
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
（
写

真
三
）。

　

適
切
な
撹
拌
で
は
、
繊
維
の
形
が
し

っ
か
り
残
っ
て
い
ま
す
（
写
真
四
）。

　

撹
拌
時
間
は
、
必
ず
混
ざ
り
具
合
を

確
認
し
、
メ
ー
カ
ー
の
推
奨
時
間
（
二

〜
十
五
分
程
度
）
を
遵
守
し
て
下
さ
い
。

＜

投
入
順
番＞

　

繊
維
を
壊
さ
ず
、
う
ま
く
混
ぜ
る
た

め
に
も
投
入
順
番
が
重
要
で
す
。

　

投
入
順
番
の
原
則
は
、

○
小
さ
な
飼
料
（
粕
・
粒
状
）
か
ら
、

大
き
な
飼
料（
サ
イ
レ
ー
ジ
・
乾
草
）

へ
。

○
乾
い
た
飼
料
か
ら
、
湿
っ
た
飼
料
へ

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
ミ
キ
サ
ー
の
種
類
や

メ
ー
カ
ー
、
飼
料
の
種
類
に
よ
り
様
々

で
す
の
で
、
必
ず
取
扱
説
明
書
を
確
認

し
、
調
整
後
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
手
に
取
り
確

認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

以
上
の
点
に
留
意
し
、
牛
に
喜
ば
れ

る
Ｔ
Ｍ
Ｒ
調
製
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

写真１　底にある濃厚飼料を
選び食いしている写真２　パーティクル

セパレーター

写真３　過剰に撹拌されたＴＭＲ

写真４　適切に撹拌されたＴＭＲ
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農
場
で
は
、
施
設
の
新
築
や
増
改
築
、

構
内
整
備
な
ど
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
施

工
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
通
常
は
業

者
に
依
頼
す
る
と
し
て
も
、
自
力
で
施

工
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
高
い

コ
ス
ト
を
か
け
て
作
る
施
設
で
す
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
を
覚
え
て
失
敗
の

な
い
施
工
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
構
造

セ
メ
ン
ト
や
骨
材
（
砕
石
な
ど
）
な

ど
を
混
ぜ
た
も
の
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

そ
れ
に
鉄
筋
が
入
る
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
と
呼
び
ま
す
。（
表
１
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
注
文
す
る
規
格

や
そ
の
後
の
養
生
で
、
強
度
や
耐
久
性

に
大
き
な
違
い
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
規
格

固
ま
る
前
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
と
い
い
ま
す
。
一
般
的
に

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、『
強
度
』『
ス
ラ

ン
プ
』『
骨
材
の
最
大
寸
法
』
の
三
点

で
品
質
を
指
定
し
ま
す
。（
表
２
）

①
呼
び
強
度

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
圧
縮
に
耐
え
ら

れ
る
強
度
で
す
。
一
般
的
な
小
規
模

木
造
住
宅
の
基
礎
は
二
十
一
Ｎ
（
ニ

ュ
ー
ト
ン
）
程
度
、
牛
舎
施
設
は
二

十
四
Ｎ
程
度
で
す
。
構
内
舗
装
や
パ

ド
ッ
ク
も
、
鉄
筋
入
り
で
二
十
四
Ｎ

程
度
必
要
で
す
。

②
ス
ラ
ン
プ

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
軟
ら
か
さ
の

指
標
で
す
。
数
字
が
大
き
く
な
る
ほ

ど
軟
ら
か
く
な
り
ま
す
。（
表
３
）

打
設
の
作
業
性
を
良
く
す
る
た
め

に
、
直
前
で
水
を
混
ぜ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
方
法
は
セ
メ
ン
ト
が

薄
く
な
っ
て
し
ま
い
、
強
度
が
低
下

す
る
の
で
水
と
一
緒
に
セ
メ
ン
ト
を

入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
骨
材
の
最
大
寸
法

鉄
筋
の
間
の
八
十
％
以
下
で
、
か

ぶ
り
の
厚
さ
よ
り
小
さ
く
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。（
図
１
）

養
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
打
設
か
ら
数
時

間
で
硬
化
し
ま
す
（
一
時
硬
化
）。

そ
の
後
、
一
〜
数
カ
月
か
け
て
化
学

反
応
が
進
み
、
ゆ
っ
く
り
と
強
度
が

増
し
て
ゆ
き
ま
す
（
二
次
硬
化
）。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
硬
化
は
、
水
と
の

化
学
反
応
な
の
で
こ
の
間
は
『
乾
か

さ
な
い
』『
凍
ら
せ
な
い
』
こ
と
が

大
切
で
す
。

も
し
暑
熱
期
に
か
か
っ
た
場
合
は
、

シ
ー
ト
を
か
け
た
り
、
打
設
翌
日
か

ら
水
を
か
け
る
な
ど
し
て
水
分
が
不

足
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

平
均
気
温
が
二
度
を
下
回
る
時
期

は
、
で
き
る
だ
け
打
設
を
控
え
ま
し

ょ
う
。
ど
う
し
て
も
施
工
す
る
場
合

は
凍
結
防
止
策
が
必
要
と
な
り
、
費

用
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

余
裕
を
持
っ
て
計
画
を
立
て
、
打

設
か
ら
一
ヶ
月
間
は
凍
結
や
暑
熱
の

時
期
に
重
な
ら
な
い
よ
う
に
調
節
し

ま
し
ょ
う
。

最
後
にコ

ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
は『
規
格
』

と
『
養
生
』
で
決
ま
り
ま
す
。
せ
っ

か
く
施
設
費
を
か
け
る
の
で
す
か
ら
、

必
要
強
度
が
で
る
よ
う
に
し
っ
か
り

と
管
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

セメント
　 水
細 骨 材
（砂　等）

モルタル

粗 骨 材
（砕石等）

⎫
｜
⎬
｜
⎭

⎫
｜
⎬
｜
⎭

⎫
｜
⎬
｜
⎭

無筋コン
クリート

鉄　　筋

無筋コン
クリート

表１　コンクリートの構造

21-18-30－ － －① ② ③

①呼び強度（N/mm2）

②スランプ（cm）

③粗骨材の最大寸法（mm）

スランプ

手打ち 15～18

機械打ち
（バイブレータ） 5～10

表２　規格の表記法

表３　スランプの目安図１　骨材の最大寸法

農
場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

基
礎
知
識

かぶり厚

骨材の最大寸法

鉄筋間

コンクリート

鉄筋

骨材

5

普及センターだより 釧路農業改良普及センター  釧路中西部支所



JAくしろ丹頂　年末年始休業予定表

部　門

年 月 日

各地区の事務所 販　　　売 家畜改良
生　乳 哺育育成

センター
幌　　呂
育成牧場管理・共済 金　融 営　農 鶴居・幌呂 白　糠 音　別 鶴居・幌呂

白糠・音別

平成21年12月22日㈫ 通常業務

12月23日㈬ 天　皇　誕　生　日

12月24日㈭ 定期市場

12月25日㈮

12月26日㈯

12月27日㈰

12月28日㈪

12月29日㈫ 業務納め 業務納め 初生集荷 初生集荷 初生集荷
業務納め

12月30日㈬ 業務納め

12月31日㈭ 業務納め

平成22年１月１日㈮

１月２日㈯

１月３日㈰ 業務始め

１月４日㈪ 業務始め

１月５日㈫ 業務始め
初生集荷

１月６日㈬ 業務始め 業務始め 業務始め 業務始め初生集荷
１月７日㈭ 定期市場（初セリ）

１月８日㈮ 初生集荷

購　買　・　鶴　居 購　買　・　幌　呂 購買・白糠 購　買　・　音　別

生活店舗 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材

平成21年12月22日㈫

12月23日㈬ 天　皇　誕　生　日 天皇誕生日 天皇誕生日

12月24日㈭ 売り出し 売り出し

12月25日㈮ (抽選開始) (抽選開始)

12月26日㈯

12月27日㈰ 年末大売出し 年末大売出し

12月28日㈪

12月29日㈫ 業務納め 業務納め 業務納め 業務納め

12月30日㈬ 業務納め 業務納め

12月31日㈭ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊

平成22年１月１日㈮

１月２日㈯

１月３日㈰ 業務始め 業務始め＊

１月４日㈪ 業務始め 業務始め
午後６時まで

業務始め
午後６時まで 業務始め

１月５日㈫ 　
午後６時まで

１月６日㈬ 業務始め 業務始め 業務始め 業務始め 業務始め

１月７日㈭

１月８日㈮

・万一、交通事故が発生した時は、フリーダイヤル（70120‒25‒8931）に電話をして下さい。 事故の受付とアドバイスをしてくれます。
◆鶴居地区の皆様へ
・生産資材に関することは、中村（164‒2954）に連絡して下さい。
・万一、配合飼料が無くなった時は、大松運輸（157‒8388）に連絡
して下さい。

◆幌呂地区の皆様へ
・生産資材に関することは、菊地（165‒2207）に連絡して下さい。
・給油スタンドに関することは、菊地（165‒2207）に連絡して下さい。
・万一、配合飼料が無くなった時は、北釧運輸（123‒7680）に連絡
して下さい。

◆白糠地区の皆様へ
・生産資材に関することは、石渡（自宅12‒3515 携帯090‒3396‒
0623）に連絡して下さい。
・給油スタンドに関することは、給油所（12‒2084）に連絡して下さい。
・万一、配合飼料が無くなった時は、幸永運輸（10154‒57‒2777）に
連絡して下さい。

◆音別地区の皆様へ
・Ａコープは１月４、５日は午後６時までの業務となります。
・生産資材に関することは、春日（16‒2020）に連絡して下さい。

緊急以外はご容赦下さい。

＊午前中のみ営業 営　業　日 休　業　日
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